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羽曳野市人口ビジョンおよび地域の未来予測

■ 将来人口推計

国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の令和 5(2023)年推計において、令和 32 (2050)

年の人口は 73,479人と予測されています。

年齢 3区分別に見ると、年少人口、生産年齢人口が減少する一方、老年人口が横ばいのた

め、令和 32(2050)年には高齢化率が約 45％になると推計されています。

図 人口の将来予測

資料：国立社会保障・人口問題研究所
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250m メッシュ人口を見ると、令和 2(2020)年令和 32(2050)年にかけて、市内全域で人口

減少が見込まれておりますが、特に南東部を中心に 50%以上の人口減少となっているエリア

が多いことが推計されています。

図 令和 2(2020)年のメッシュ人口 図 令和 32(2050)年のメッシュ人口（推計）

資料：国土数値情報（令和 6（2024）年）

図 令和 2(2020)年から令和 32(2050)年にかけての人口減少率（推計）

資料：国土数値情報（令和 6（2024）年）

人口メッシュ分析：地域をメッシュ（格子状の区画）に分け、各メッシュに人口

や世帯数などの属性情報を紐づけ、その分布や変化を分析する手法。
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人口ピラミッドを見ると、令和 32(2050)年は、老年人口の中でも特に 75歳以上の人口が

多くなっています。

図 人口ピラミッド

資料：国立社会保障・人口問題研究所
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図 児童・生徒数の将来予測
資料：国立社会保障・人口問題研究所

図 高齢者の年代別人口の将来予測

資料：国立社会保障・人口問題研究所
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■ 医療・介護

医療指数の推移を社人研推計および地域医療情報システム（日本医師会）の計算式を用い

て算定すると、人口減少に伴い、医療需要が低下する予測となっています。

図 医療需要の将来予測

資料：国立社会保障・人口問題研究所/日本医師会「地域医療情報システム」

図 介護需要の将来予測

資料：第9期羽曳野市高年者いきいき計画
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■医療需要予測：

各年齢階層の需要量を以下で計算し、2020年の国勢調査に基づく需要量＝100として指数化

・各年齢階層の医療需要量＝～14歳人口×0.6＋15～39歳人口×0.4＋40～64歳人口×1.0

＋65～74歳人口×2.3＋75歳～人口×3.9
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高齢者人口の将来推計から「認知症の人の将来推計について」（厚生労働省）の数値を用

いて算定すると、認知症有病者数は今後も増加していく傾向にあり、令和 22(2040)年をピ

ークに減少へと転じる予測となっています。

年齢別の救急搬送者数の実績値をもとに算定すると、人口減少に伴い全体的な救急搬送

者数の件数は減少傾向にありますが、70歳以上の救急搬送者数は増加傾向にあります。

図 認知症有病者数

資料：認知症の人の将来推計について/厚生労働省

図 救急搬送者数の将来予測

資料：危機管理部危機管理課
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■ ごみ発生量

人口一人当たりのごみ発生量の実績値などをもとに算定すると、人口減少に伴い生活系

ごみ発生量は減少傾向にあり、それに伴い全体のごみ発生量も減少することから、令和

17(2035)年には約 26千トンとなる推計となっています。

図 ごみ発生量の将来予測

資料：一般廃棄物処理基本計画/柏羽藤環境事業組合

■ 有収水量

人口一人当たりの有収水量の実績値などをもとに算定すると、人口減少に伴い全体的な

有収水量は減少傾向にあり、令和 32(2050)年には 8,000㎥を下回る推計となっています。

図 有収水量の将来予測

資料：国立社会保障・人口問題研究所/大阪府の水道の現況
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策定体制・策定の経緯

■ 策定体制

■ 策定の経緯

日付 内容

令和 6年

9月 26日

第 1回策定委員会

○策定方針の説明

10 月 9日

   ～10月 31日
市民アンケート、転入・転出者アンケートの実施

11 月 8日
第 1回関係課長部会

○策定方針、施策評価調査の説明

11 月 12日

   ～11月 29日
小中学生アンケートの実施

11 月 15日

   ～11月 29日

施策評価調査（第 6次総合基本計画施策評価及び

第 2期まち・ひと・しごと創生総合戦略施策評価）の実施
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日付 内容

11 月 19日

   ～11月 29日
職員アンケートの実施

12 月 25日
第 1回職員ワーキング会議
○現行計画における施策に関する評価・分析・修正案の検討

令和 7年

1月 25日

第 1回市民ワーキング会議
○｢地域課題とその解決に向けて取り組める内容を考える｣

2月 15日
第 2回市民ワーキング会議
○｢市民中心にどんなことに取り組めるかを考える｣

2月 18日
第 2回職員ワーキング会議
○人口減少を踏まえ、今後新たに取り組んでいくべき施策の提案

3月 24日
第 2回関係課長部会
○基本構想(骨子案)の検討
○基本計画の体系の審議

3月 26日
第 2回策定委員会
○基本構想(骨子案)の検討
○基本計画の体系の検討

5月 21日
第 3回関係課長部会
○基本構想（素案）の検討
○基本計画の体系の検討

6月 3日
第 3回策定委員会
○基本構想（素案）の検討
○基本計画の体系の検討

7月 6日
第 1回総合基本計画等審議会
○基本構想およびまち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）の諮問
○基本構想（素案）の審議

9月 12日
第 4回策定委員会（書面開催）
○基本計画の体系の審議
○基本計画シートの作成依頼

10 月 5日
第 2回総合基本計画等審議会
○基本構想（素案）の審議
○まち・ひと・しごと創生総合戦略（骨子）の審議

11 月 21日
第 5回策定委員会（書面開催）

○まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）の検討

12 月 1日
第 3回総合基本計画等審議会
○基本構想（素案）の審議
○まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）の審議

12 月 25日

～令和 8年 1月 24日
パブリックコメントの実施

1月 30日

第 4回総合基本計画等審議会
○パブリックコメント結果と市対応案の審議

○基本構想（答申案）の審議
○まち・ひと・しごと創生総合戦略（答申案）の審議

2月 6日
第 7次総合基本計画基本構想および第 3期まち・ひと・しごと創生
総合戦略の答申

3月 26日
第 6回策定委員会（書面開催）
○基本計画（素案）の審議
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羽曳野市総合基本計画等審議会 委員名簿

（五十音順・敬称略）

区分 氏名 所属等 備考

１号委員

（市議会議員）

大坪 正尚 羽曳野市議会議員 令和 7年 10月 4日まで

黒川 実 羽曳野市議会議員

阪本 菜津代 羽曳野市議会議員 令和 7年 10月 5日より

笹井 喜世子 羽曳野市議会議員

樽井 佳代子 羽曳野市議会議員 令和 7年 11月 5日より

通堂 義弘 羽曳野市議会議員 令和 7年 10月 5日より

外園 康裕 羽曳野市議会議員 令和 7年 10月 4日まで

花川 雅昭 羽曳野市議会議員 令和 7年 11月 4日まで

２号委員

（学識経験者）

岡島 克樹 大阪大谷大学 教授

小川 亮 大阪公立大学 教授

原田 保秀 四天王寺大学 教授

会長

𠮷𠮷川 耕司
大阪産業大学 教授

３号委員

（市民代表）

安部 演子 羽曳野市更生保護女性会 副会長

尼丁 正寄 羽曳野市人権啓発推進協議会 会長

綾野 眞悠 四天王寺大学 学生

伊東 賢伸 大阪大谷大学 学生

浦田 崇 羽曳野市社会福祉協議会 会長

奥野 貞一 羽曳野市教育委員会 教育長職務代理者

加藤 治人 羽曳野市健康づくり推進協議会 会長

風呂谷 幸蔵 羽曳野市連合区長会 会長

溝上 響 大阪公立大学 学生

村上 阿貴 市民ワーキング会議 代表

４号委員

（まち・ひと・

しごと創生関係

団体等）

井上 大輔 りそな銀行羽曳野支店 支店長

川﨑 弘人 藤井寺公共職業安定所 所長

塚本 哲也 大阪南農業協同組合営農部

営農指導課長

西川 昌伸 一般財団法人 大阪はびきの観光局

専務理事

副会長

原 誠 羽曳野市商工会 会長

森 憲一 近畿日本鉄道株式会社古市駅 駅長

※所属等は就任当時のもの。
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羽 政 政 第 5 5 8 号

令 和 ７ 年 ７ 月 ６ 日

羽曳野市総合基本計画等審議会 会長 様

羽曳野市長 山入端 創   

第７次羽曳野市総合基本計画及び第３期羽曳野市まち・ひと・しごと

創生総合戦略について（諮問）

羽曳野市総合基本計画に関する規則第６条の規定に基づき、下記の事項について

貴審議会に諮問します。

記

諮問事項

（１）第７次羽曳野市総合基本計画基本構想の策定に関すること

（２）第３期羽曳野市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に関すること
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令和８年２月６日

羽曳野市長  山入端 創 様

羽曳野市総合基本計画等審議会

会 長  𠮷𠮷川 耕司

羽曳野市総合基本計画について（答申）

令和７年７月６日付け羽政政第 558号で諮問のありました第７次羽曳野市総合基本

計画基本構想の策定について、当審議会で慎重に審議を重ねてきた結果、別添のとお

り答申いたします。

なお、下記に付した意見を踏まえ、まちの将来像となる「魅力が息づき 未来を築

くまち はびきの ～みんなの想いがカタチになる どんどん良くなる羽曳野市～」

の実現に向け、適切に各施策を進めていただくことを要望いたします。

記

１．人口減少が避けられない状況において、経済規模の縮小・高齢化に対応すること

が重要となります。多様な主体との連携や資源等の有効活用といった創意工夫を凝

らし、市民一人ひとりのウェルビーイングの実現に向け、総合基本計画に掲げる各

施策を着実に取り組まれることを望みます。

２．市民協働・公民連携の推進、DXの推進、効率的な行財政運営の３つの視点を十分に

留意し各施策を推進されることを望みます。

３．基本計画の策定にあたっては、市民アンケートや市民ワーキング等で得た市民から

の意見について十分に配慮されることを望みます。

また、施策の進捗度合いを量ることのできる適切な成果指標を設定し、継続的な進

行管理を行うとともに、その結果を定期的に市民に周知し、市政の改善につなげられ

ることを望みます。
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令和８年２月６日

羽曳野市長  山入端 創 様

羽曳野市総合基本計画等審議会

会 長  𠮷𠮷川 耕司

第３期羽曳野市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定について（答申）

令和７年７月６日付け羽政政第 558 号で諮問のありました第３期羽曳野市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略の策定について、当審議会で慎重に審議を重ねてきた結果、

別添のとおり答申いたします。

なお、下記に付した意見を踏まえ、まちの将来像となる「魅力が息づき 未来を築

くまち はびきの ～みんなの想いがカタチになる どんどん良くなる羽曳野市～」

に向け、適切に各施策を進めていただくことを要望いたします。

記

１．国の地方創生に関する総合戦略が掲げる「強い経済」、「豊かな生活環境」、「選ばれ

る地方」の実現という視点をもち、市民をはじめ、産業界・関係行政機関・教育機関・

金融機関・労働団体等の幅広い連携と協力のもと、人口規模が縮小しても経済成長し、

持続可能で魅力あるまちの実現に向けて取り組むことを望みます。

２．多様な主体とのパートナーシップの推進、AI 等のデジタル技術の活用・DX の推進

といった「横断的な視点」について十分留意し、各施策を推進されることを望みま

す。

３．まち・ひと・しごと創生総合戦略と関連する基本計画の策定にあたっては、施策の

進捗度合いを量ることのできる適切な成果指標を設定し、継続的な進行管理を行うと

ともに、その結果を定期的に市民に周知し市政の改善につなげられることを望みます
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第7次羽曳野市総合基本計画
第３期羽曳野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

令和８年３月

羽曳野市
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